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令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額�

は
、
歳
入
２
２
１
億
９
，
０
２
５
万�

３
千
円
に
対
し
、
歳
出
は
２
１
３
億�

７
，
５
９
４
万
７
千
円
、
翌
年
度
へ�

の
繰
越
財
源
と
な
る
６
，
１
７
８
万�

２
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

が
、
７
億
５
，
２
５
２
万
４
千
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
な
ど
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
決

算
は
、
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字
、

も
し
く
は
均
衡
し
た
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

質
疑

　

行
政
区
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
事
業
に
つ
い
て
、
需
要
の
高
ま
り

に
よ
り
、
設
置
補
助
件
数
が
８
件
の

枠
で
足
り
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

答　

朝
来
市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
公
共
性

の
高
い
場
所
な
ど
に
、
新
た
に
支
柱

や
電
気
配
線
な
ど
の
敷
設
等
、
費
用

が
か
さ
む
も
の
に
対
し
て
の
補
助
と

考
え
て
い
る
。
令
和
元
年
度
６
件
、

令
和
２
年
度
８
件
、
令
和
３
年
度
３

件
、
令
和
４
年
度
５
件
、
令
和
５
年

度
８
件
、
令
和
６
年
度
８
件
の
補
助

を
行
っ
た
。
年
度
間
を
平
準
化
す
る

と
適
正
な
台
数
と
考
え
る
。
ま
た
、

県
へ
補
助
額
の
増
額
、
増
件
数
を
近

年
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　

消
防
施
設
等
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
消
防
団
の
消
防
自
動
車
の
更
新

が
、
基
本
的
に
は
耐
用
年
数
が
来
た

ら
自
動
的
に
買
い
換
え
る
方
針
の
よ

う
に
見
え
る
。
人
口
減
少
の
中
で
、

本
当
に
今
の
台
数
が
必
要
な
の
か
疑

問
が
あ
る
。
１
台
配
備
と
２
台
配
備

の
分
団
が
あ
る
が
、
人
数
の
少
な
い

分
団
が
複
数
の
車
両
を
維
持
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
２
台
を
実
際
に
活
用

で
き
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

答　

現
在
、
車
両
を
有
す
る
26
分
団

の
う
ち
、
２
台
保
有
す
る
分
団
は
11

分
団
あ
る
。
車
両
や
機
庫
の
配
備
に

つ
い
て
は
、
土
地
の
形
状
や
分
団
が

管
轄
す
る
区
の
大
小
、
道
路
幅
や
旧

町
か
ら
の
活
動
体
制
な
ど
、
消
防
審

議
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
、
平
成
28

年
に
決
定
し
た
。
消
火
活
動
に
お
い

て
、
分
団
２
台
は
有
効
と
考
え
る
。

朝
来
市
消
防
団
で
は
、
効
率
的
で
よ

り
活
動
し
や
す
い
消
防
団
を
目
指
し
、

団
員
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、

現
在
協
議
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

定
住
促
進
住
宅
管
理
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
の
入
居
率
は
45
％
と
聞

い
て
い
る
。
入
居
率
を
増
や
す
た
め

に
、
令
和
６
年
度
に
ど
の
よ
う
な
取

組
を
し
た
の
か
。
こ
の
住
宅
は
建
設

か
ら
36
年
が
経
過
し
て
お
り
、
近
隣

に
新
し
い
民
間
ア
パ
ー
ト
が
次
々
と

で
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
定
住
促
進

住
宅
が
選
ば
れ
る
の
か
、
疑
問
に
思

う
。
こ
の
住
宅
の
今
後
の
役
割
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

答　

令
和
６
年
度
の
入
居
率
を
増
や

す
取
組
に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内
を

市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

９
月
定
例
会
が
、
８
月
27
日
か

ら
９
月
29
日
ま
で
34
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
制
定
、
令
和
７

年
度
補
正
予
算
、
令
和
６
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会

計
決
算
の
認
定
等
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
に
付
託
し
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
最
終
日
に

予
算
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長

が
審
査
結
果
を
報
告
し
、
全
会
一

致
で
認
定
し
ま
し
た
。

議会が厳格に審査議会が厳格に審査
令和６年度決算令和６年度決算をを認定認定
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載
し
た
。
ま
た
、
あ
さ
ご
暮
ら
し
体

験
会
や
都
市
部
で
開
催
さ
れ
る
移
住

定
住
イ
ベ
ン
ト
、
移
住
に
関
す
る
問

合
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
チ
ラ
シ

を
送
付
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
。
管
理
業
務
委
託
先
の

業
者
と
連
携
を
し
、
管
理
委
託
業
者

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
賃
貸
情
報
を
掲
載

す
る
な
ど
、
入
居
者
の
募
集
を
進
め

て
い
る
。

　

定
住
促
進
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
定
住
人
口
の
増
加
や
活
性
化
を

図
る
と
い
う
役
割
を
達
成
す
る
た
め
、

若
者
や
子
育
て
世
代
、
新
婚
世
代
、

市
外
転
入
者
を
対
象
と
し
た
家
賃
優

遇
制
度
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
入
居
率
向
上
に
努
め
る
。

　

住
み
た
い
田
舎
移
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
新
規
研
修
生

は
当
初
５
名
程
度
の
目
標
だ
っ
た
が
、

成
果
と
し
て
は
２
名
に
と
ど
ま
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
京
阪
神
に
も
さ
ほ

ど
遠
く
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
朝
来
市
は
選
ば
れ
な
い
の
か
。

雪
が
降
る
か
ら
な
の
か
、
広
い
農
地

が
少
な
い
か
ら
な
の
か
、
ど
う
考
え

る
の
か
伺
う
。

答　

全
体
的
に
農
業
研
修
を
希
望
す

る
方
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

朝
来
市
も
年
数
回
の
就
農
希
望
者
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
が
、
朝
来

市
を
含
め
、
但
馬
の
ブ
ー
ス
に
来
ら

れ
る
方
は
非
常
に
少
な
い
状
況
で
あ

る
。
全
国
的
な
企
業
等
の
人
手
不
足

の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
但
馬
地

域
で
は
南
部
に
比
べ
て
、
雪
が
降
る
、

冬
場
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
農
産

物
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
る
。

　

今
後
も
就
農
希
望
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
、
冬
場
で
も
収
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
農
産
物
で
あ
る

岩
津
ネ
ギ
の
振
興
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
補
助
事
業

の
充
実
に
む
け
た
研
究
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
「
あ
さ
Ｇ
Ｏ
」
に
つ
い
て
、
高

齢
者
以
外
の
乗
車
数
は
把
握
さ
れ
て

い
る
か
。
４
０
０
円
で
乗
車
さ
れ
る

方
や
子
ど
も
の
利
用
は
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
、
人
数
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答　

年
齢
別
の
利
用
状
況
は
把
握
で

き
て
い
な
い
が
、
令
和
６
年
度
の
実

績
を
基
に
、
料
金
種
別
ご
と
の
延
べ

利
用
人
数
の
割
合
を
見
る
と
、「
あ

こ
か
」
利
用
者
が
全
体
の
約
７
割
、

現
金
支
払
い
の
２
０
０
円
区
分
の
方

が
約
１
割
、
４
０
０
円
の
方
が
約
１

割
、
回
数
券
の
方
が
約
１
割
と
な
っ

て
い
る
。
利
用
目
的
か
ら
検
証
す
る

と
、
通
勤
や
通
学
の
利
用
が
あ
り
、

高
齢
者
以
外
の
方
に
つ
い
て
も
、
利

用
が
一
定
数
あ
る
と
考
え
る
。

　

観
光
交
流
課
所
管
の
施
設
で
大

き
な
収
支
の
赤
字
が
発
生
し
て
い
る
。�

道
の
駅
あ
さ
ご
村
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
、

竹
田
城
下
町
交
流
館
、
あ
さ
ご
芸
術

の
森
多
々
良
木
交
流
館
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｄ

ｅ
、
山
城
の
郷
、
さ
の
う
高
原
を

合
計
す
る
と
、
４
，
９
３
１
万
１
，

５
３
１
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
指
定
管
理
施
設
な
の
で
、

赤
字
補
塡
を
現
時
点
で
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
施
設
を
継

続
的
、
永
続
的
に
運
営
す
る
に
は
、

赤
字
の
額
を
圧
縮
も
し
く
は
収
支
均

衡
、
で
き
れ
ば
プ
ラ
ス
に
持
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
は
施
設
が
困

窮
す
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
。

答　

昨
年
か
ら
今
年
度
に
か
け
、
運

営
事
業
者
と
複
数
回
に
わ
た
り
面
談

を
実
施
し
て
い
る
。
改
善
に
つ
い
て

提
案
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
経
営
改
善
に
向
け
た
相
談
、

指
導
等
の
対
応
を
続
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
事
業
者
に
よ
っ
て
は
、
あ
さ
ご

元
気
産
業
創
生
セ
ン
タ
ー
に
経
営
状

況
に
つ
い
て
相
談
を
す
る
ほ
か
、
朝

来
市
商
工
会
な
ど
へ
も
相
談
し
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
観
光
交

流
課
を
は
じ
め
、
関
係
課
と
も
連
携

し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

工
場
等
新
設
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
補
助
範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
女
性
が
働
き
や
す

い
職
場
で
あ
っ
た
り
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
も
の
な
ど
に
範
囲
を

広
げ
、
働
く
場
所
を
つ
く
り
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
か
。

答　

工
場
等
新
増
設
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
対
象
業
種
が
限
ら
れ
て
お
り
、

従
来
の
製
造
業
を
中
心
に
対
象
業
種

を
決
め
て
き
た
。
対
象
業
種
に
つ
い

て
は
、
長
い
間
見
直
し
を
し
て
お
ら

ず
、
昨
今
の
社
会
情
勢
、
経
済
情
勢

等
も
十
分
勘
案
し
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
対
象
業
種
な
り
、
対
象
者
の

研
究
を
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。（決算質疑）

▲市内を運行中のあさＧＯ

3



意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

○
創＊

生
推
進
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置

さ
れ
、
事
業
協
力
者
謝
礼
と
し
て
、

和
田
山
高
校
分
、
生
野
高
校
分
が
支

出
さ
れ
て
い
る
。
実
態
と
し
て
、
恒

常
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
委
託
契
約
が
な
い
た
め
、
業

務
の
内
容
が
明
確
で
な
く
、
業
務
指

示
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
契
約
や

謝
礼
の
在
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
さ

れ
た
い
。

○
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業

　

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
振
興
協
会
と

入
場
券
売
り
捌
き
業
務
委
託
契
約
を

締
結
し
て
い
る
が
、
そ
の
委
託
業
務

を
市
職
員
が
行
っ
て
い
る
実
態
が
あ

る
こ
と
か
ら
業
務
の
委
託
契
約
締
結

に
つ
い
て
、
再
検
討
さ
れ
た
い
。

○
民
生
委
員
活
動
事
業

　

多
文
化
共
生
や
パ＊

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
な
ど
多
様
化
す
る
課
題
に
対
す
る

研
修
会
を
市
全
体
で
取
り
組
ま
れ
た

い
。

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

　

前
年
度
寄
附
額�

よ
り
約
２
億
２
千�

万
円
増
と
、
令
和

６
年
度
ふ
る
さ
と

寄
附
金
は
約
７
億

円
の
過
去
最
高
額

の
成
果
を
上
げ
た

こ
と
は
評
価
で
き

る
。
今
後
も
、
さ

ら
な
る
成
果
を
上

げ
る
よ
う
に
努
め

ら
れ
た
い
。

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
運
行
事
業

　

市
の
交
通
体
系
全
体
で
見
る
と
、

幹
線
は
鉄
道
や
路
線
バ
ス
が
担
い
、

そ
れ
に
接
続
す
る
枝
線
は
あ
さ
Ｇ
Ｏ

が
担
う
こ
と
が
最
善
と
し
て
、
エ
リ

ア
間
を
ま
た
い
だ
運
行
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
生
野
及
び
朝

来
エ
リ
ア
と
公
立
朝
来
医
療
セ
ン

タ
ー
間
や
、
特
急
は
ま
か
ぜ
利
用
の

際
の
朝
来
エ
リ
ア
と
特
急
停
車
駅
間

と
い
っ
た
エ
リ
ア
間
を
ま
た
い
だ
運

行
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
市
エ
リ
ア

で
の
本
格
運
行
を
前
に
見
え
て
き
た

課
題
の
改
善
及
び
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

▲�朝来市デマンド型乗合交通   「あさＧＯ」

▲�創生推進人財育成プロジェクト
事業キャリアトークカフェの様子

▲令和６年度ふるさと寄附金は過去最高額に

予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　

令
和
７
年
度
補
正
予
算
、
令
和

６
年
度
各
会
計
決
算
の
審
査
を
付

託
さ
れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会

（
分
科
会
方
式
）
は
、
議
長
を
除

く
16
人
の
議
員
で
構
成
し
、
延
べ

７
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
に

か
か
る
審
査
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

（決算審査報告）

＊�

創
生
推
進
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業

　
�

多
様
な
対
話
の
場
や
学
び
の
場

を
つ
く
り
、
地
域
の
中
で
人
と

人
を
つ
な
げ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
や
主
体
性
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
。
高
校
生
の

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
げ
る
学

び
の
場
づ
く
り
と
し
て
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
和
田
山

高
校
、
生
野
高
校
に
配
置
。

�

＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

�

双
方
又
は
い
ず
れ
か
一
方
が
性

的
少
数
者
で
あ
り
、
互
い
を
人

生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
相

互
の
協
力
に
よ
り
継
続
的
な
共

同
生
活
を
行
い
、
ま
た
は
行
う

こ
と
を
約
束
し
た
二
人
の
関
係
。

カ＊
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

和
田
山
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
混
雑
解
消
へ

　

ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
タ
ク
シ
ー
に
限

定
し
た
待
機
場
の
利
用
方
法
を
見
直

し
、
送
迎
車
両
も
乗
降
等
の
際
に
は

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
送
迎
車
両

に
よ
る
交
通
混
雑
解
消
を
図
る
。
公

共
交
通
機
関
利
用
者
の
利
便
性
の
確

保
と
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保

が
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
条
例
整
備

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

送
迎
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
利
用
違
反
者
等
に

過
料
を
科
す
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

例
え
ば
火
気
の
使
用
、
騒
音
の

発
生
や
ご
み
の
投
棄
等
の
迷
惑
行
為

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
看
板
等
で
規
制
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

具
体
的
に
は
い
つ
か
ら
送
迎
ス

ペ
ー
ス
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

完
成
は
10
月
末
を
予
定
し
て
い

る
。
11
月
１
日
に
は
供
用
開
始
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
現
状
を
な
る
べ

く
早
く
改
善
す
る
べ
く
、
一
日
も
早

く
供
用
開
始
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

タ
ク
シ
ー
の
待
機
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
。
タ
ク
シ
ー
の
優
先
待
機
場

３
区
画
に
タ
ク
シ
ー
が
長
時
間
停
車

す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
れ
以
外
の
８
区
画
に
つ
い
て

も
、
こ
の
条
例
上
は
長
時
間
、
タ
ク

シ
ー
が
停
車
し
て
も
問
題
な
い
と
い

う
ふ
う
に
読
ん
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
利
用

の
許
可
に
よ
り
11
区
画
を
利
用
で
き
、

そ
の
中
で
待
機
は
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
、
本
条
例
制
定
の
趣
旨
は
、
送

迎
の
方
た
ち
の
交
通
の
確
保
や
鉄
道

利
用
者
の
利
便
性
の
確
保
を
図
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
皆
様
と
も
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
皆
様
に
は
、
朝
夕
の
一
般

車
両
の
利
用
が
多
い
時
間
帯
は
タ
ク

シ
ー
の
待
機
利
用
を
控
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
タ
ク
シ
ー
事
業

者
等
と
協
議
し
な
が
ら
運
用
を
し
て

い
き
た
い
。

朝
来
市
和
田
山
駅
前
送
迎
ス
ペ
ー
ス
条
例
制
定

質
疑

▲工事中の和田山駅前ロータリー

▲和田山駅前送迎スペース

（議案審議）
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

　

現
計
予
算
額
に
７
，
５
０
０
万
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
２�

３
９
億
３
，
０
０
０
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
梁
瀬
駅
に
屋
根
付
き

駐
輪
場
を
整
備
（
４
０
０
万
円
）

　

設
置
す
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る

の
か
。
当
初
、
市
有
地
等
を
中
心
に

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
設
置
場
所
は
ど
こ
に
な
っ

た
の
か
。

答　

場
所
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
梁
瀬

駅
の
Ｊ
Ｒ
所
有
土
地
の
駐
車
場
の
中

の
線
路
側
６
区
画
を
使
用
す
る
予
定
。

　

駐
輪
場
が
収
容
で
き
る
自
転
車

の
台
数
は
何
台
か
。　
　

答　

今
年
度
に
入
り
、
駐
輪
の
台
数

を
調
査
し
た
中
で
40
台
が
一
番
多
く
、

40
台
を
収
容
で
き
る
駐
輪
場
を
設
置

予
定
。

　

使
用
す
る
料
金
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

料
金
に
つ
い
て
、
青
倉
駅
や
新

井
駅
、
生
野
駅
等
の
駐
輪
場
は
無
料

と
な
っ
て
お
り
、
他
の
駐
輪
場
に
合

わ
せ
る
形
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

屋
根
付
き
駐
輪
場
が
オ
ー
プ
ン

す
る
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答　

オ
ー
プ
ン
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

議
決
い
た
だ
い
た
後
に
工
事
を
発
注

し
、
駐
輪
場
の
設
置
、
管
理
に
関
す

る
事
項
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

あ
く
ま
で
予
定
と
な
る
が
、
来
年
か

ら
使
用
し
た
い
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

補
正
７
，
５
０
０
万
円
可
決

質
疑

請願第２号
審議(               )

補正予算
第６号 質疑(               )

補正予算（第６号）主な内容
■��林道の施設（橋梁）点検実施に伴う増額
� ……744万円
■�市内の空き家・空き店舗を活用し、新たな店舗を
出店するための経費の一部を補助する新規起業
見込件数の増加� ……300万円
■�道の駅厨房施設の工事
� ……161万9,000円
■�全国瞬時警報システム（Jアラート）の受信機更新
� ……330万円
■�野外彫刻作品の修繕� ……95万7,000円

人
権
文
化
を
推
進
さ
せ
る
た
め
の

�

条
例
制
定
を
求
め
る
請
願

請願第２号
　

３
月
定
例
会
最
終
日
の
３
月
26
日
に
、
市
内
在
住
の
山
本
正
之
氏
、
山
本
健

次
氏
及
び
小
田
正
儀
氏
か
ら
請
願
が
提
出
さ
れ
、
文
教
民
生
常
任
委
員
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
２
日
目
、
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
、

質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
委
員
長
の
報
告
の
と

お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【請願要旨】

　全ての市民が、等しく基本的人権を享
有するかけがえのない個人として尊重さ
れるものであるとの理念に則り、あらゆる
差別の解消に向け、市全体として人権文
化の推進を行うための条例制定を求める。

【審査意見】

　多様化する社会情勢において人権教育
を推進することは重要である。市内の人
権団体をはじめ福祉関係団体並びにボラ
ンティア団体と一般会議を開催し意見交
換の中で差別はあるとの発言もあり、条
例の必要性について更に検討していくべ
きである。条例制定に向けた調査を進め
るにあたり、多くの市民との対話を行い、
同和問題をはじめ高齢者、障害者、外国
人、ＳＮＳなど市全体として人権課題を精
査し、しっかりと調査が尽くされ、本市に
あった条例が制定できるよう取り組まれ
たい。
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

9月定例会で審議した議案に対する賛否の状況
上
田　

幸
広

横
尾　

正
信

松
井　

道
信

水
田　

文
夫

加
藤　

貴
之

関　
　

綾
乃

吉
田　

俊
平

尾
﨑　

里
美

藤
原　

正
伸

足
立　

義
美

西
本　

英
輔

森
田　

龍
司

藤
本　

邦
彦

日
下　
　

茂

森
下　

恒
夫

渕
本　
　

稔

浅
田　

郁
雄

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度朝来市一般会計補正予算（第５号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

議案第57号 第３次朝来市総合計画改訂版の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 朝来市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 朝来市和田山駅前送迎スペース条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 令和７年度朝来市一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 令和７年度朝来市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 令和７年度朝来市介護保険特別会計補正予算（第１号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 令和７年度朝来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号 令和７年度朝来市水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 令和７年度朝来市下水道事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号 損害賠償の額の決定及び和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 令和６年度朝来市一般会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第２号 令和６年度朝来市国民健康保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 令和６年度朝来市宅地開発事業特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第４号 令和６年度朝来市休日診療所特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第５号 令和６年度朝来市介護保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号 令和６年度朝来市後期高齢者医療特別会計決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号 令和６年度朝来市財産区特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 令和６年度朝来市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第９号 令和６年度朝来市工業用水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第10号 令和６年度朝来市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第２号 人権文化を推進させるための条例制定を求める請願について ○ × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

発議第３号

地方公共団体情報システムの標準化に関する意見書の提出に
ついて（修正案） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方公共団体情報システムの標準化に関する意見書の提出に
ついて（修正部分を除く原案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第４号 朝来市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

発議第５号 朝来市議会会議規則の一部を改正する規則制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
― 朝来市議会議員倫理条例第12条第１項の措置を講ずる件に

ついて ○ ○ ○ ○ × ＊ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議 員 名

議 案 名

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　 ※議長には通常、表決権がありません。
＊自己に関する案件であり、審議に加わることはできません。
発議第４号…賛成・反対が同数であったため、地方自治法第 116 条第１項の規定により、議長が裁決しました。
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朝
来
市
議
会
政
治
倫
理
審
査
会　

審
査
結
果
報
告

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

�

標
準
化
に
関
す
る
意
見
書

　

定
例
会
中
の
８
月
29
日
に
、
加
藤
貴
之
議
員
か
ら
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
議
員
発
議
さ
れ
、
総
務
常
任

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
送
付
先
の
一
部
修
正
の
委
員
長
報
告
を
受
け
、
修
正
案
に
つ
い
て
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
８
月
22
日
付
で
審
査
付
託
を
受
け
た
事
案
に
つ
い
て
、
審
査

が
終
了
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

地方公共団体情報システムの標準化に関する意見書
【要望事項】
　令和３年９月に施行された「地方公共団体情報システムの標準化に関する
法律」に基づき、朝来市においても国が整備するガバメントクラウド上で提供
される標準準拠システムへの移行に向けて整備を進めている。
　国は標準化対象事務に関するシステムの運用経費等について「地方公共団
体情報システム標準化基本方針」において、平成30年度比で少なくとも３割
の削減を目指すとされているが、全国的な技術者不足と人件費の高騰に加え、
ガバメントクラウド利用料が為替によって左右される性質があることなどか
ら、多くの地方公共団体が従前より運用経費等が増えると見込んでいる。
　朝来市においても、移行前と比較して３倍以上となる運用経費の増嵩が見
込まれており、自主財源比率が低く財政力の乏しい地方部の小規模自治体に
おいては、将来的な財政運営に大きな影響を及ぼすことが明白であり、住民
サービスの縮小や支障が危惧される。また、独自システムの運用は現実的に
不可能であり、必然的に国の進める標準準拠システムへの移行を求められて
いる。
　よって国においては、地方公共団体情報システムの標準化を推進するに当
たり、地方公共団体の状況を踏まえ下記を強く要望する。

記
１．�従前のシステムと比較して標準準拠システムへ移行したことにより増加す
る運用経費について、全額国庫負担による財源措置を講ずること。

【提出先】
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、デジタル大臣

■
審
査
結
果

　

１
．
審
査
請
求
対
象
の
議
員

　
　
　
　
　

関　

綾
乃　

議
員

　

２
．�

審
査
の
請
求
の
対
象
と
な
る

事
由
の
該
当
条
項
及
び
内
容

　
　

�　

朝
来
市
議
会
議
員
倫
理
条
例

第
３
条
第
１
項
第
１
号
（
＊
）

　
　

�　

関
綾
乃
議
員
が
令
和
７
年
７

月
27
日
に
個
人
会
報
を
発
行
し
、

記
事
中
に
「
私
は
懲
罰
委
員
会

で
除
名
処
分
を
さ
れ
た
」
と
あ

る
が
、
虚
偽
事
実
で
あ
る
。
こ

の
虚
偽
記
載
と
流
布
は
、
議
会

に
と
っ
て
重
大
な
誤
り
で
あ
り
、

政
治
倫
理
に
違
反
し
て
お
り
訂

正
・
撤
回
を
求
め
る
べ
き
。

　

３
．
審
査
の
結
果

　
　

�　

朝
来
市
議
会
議
員
倫
理
条
例

第
３
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定

に
違
反
す
る
事
実
が
あ
っ
た
と

認
定
。

　

４
．�

必
要
と
認
め
る
措
置

　
　

�

①
議
場
に
お
け
る
陳
謝
の
勧
告

　
　

②�

会
報
に
よ
る
速
や
か
な
訂
正

と
告
知
の
勧
告

■
審
査
対
象
議
員
か
ら
の
陳
述
書

　

�　

審
査
結
果
報
告
を
受
け
て
の
審

査
対
象
議
員
か
ら
の
陳
述
書
の
提

出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊�

市
民
全
体
の
代
表
と
し
て
、
そ

の
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う

な
一
切
の
行
為
を
行
わ
ず
、
そ

の
職
務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑

を
持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
を
し
な
い
こ
と
。

（審査結果）
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

をを

○ 

利
用
状
況
に
つ
い
て

　

各
エ
リ
ア
の
利
用
状
況
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

１
日
の
平
均
利
用
人
数
は
生
野

エ
リ
ア
で
21
・
５
人
、
朝
来
エ
リ
ア

で
24
・
５
人
、
和
田
山
・
山
東
エ
リ

ア
で
87
・
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
Ｇ
Ｏ
は
市
民
だ
け
で
は
な

く
観
光
客
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
利
用
状
況
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

各
エ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
利
用

の
割
合
は
、
生
野
エ
リ
ア
で
10
％
弱
、

朝
来
エ
リ
ア
、
和
田
山
・
山
東
エ
リ

ア
で
１
％
程
度
で
す
。

　

自
宅
前
で
の
乗
り
降
り
は
で
き

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

自
宅
前
の
道
路
状
況
に
よ
り
自

宅
前
で
の
乗
降
が
出
来
な
い
方
が
70

人
程
度
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
理
由
で
お
断
り

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
様

な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

答　

で
き
る
だ
け
代
替
策
に
つ
き
ま

し
て
ご
提
案
す
る
様
に
努
め
て
お
る

所
で
す
。

○ �

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
利
用

に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
支

援
は
ど
こ
ま
で
可
能
で
し
ょ
う
か
。

答　

１
人
で
も
安
全
に
乗
降
い
た
だ

け
る
様
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
と
連
動
し
て

せ
り
出
す
ス
テ
ッ
プ
や
手
す
り
を
備

え
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

障
害
が
あ
る
方
の
付
き
添
い
の

方
の
利
用
料
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答　

１
人
に
つ
き
１
人
に
限
っ
て
使

用
料
を
５
割
減
免
し
て
い
ま
す
。

あ
さ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て

尾 

﨑 

里 

美

自
由
倶
楽
部

代表質問

▲デマンド型乗合交通あさGO

市
政
市
政
問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方針
等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。
　なお、内容と写真は各議員が560字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載していま
す。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。9



意
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意
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政
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補
正
予
算
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状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

○ 

体
験
コ
ー
ス
の
設
定
を

　

生
野
銀
山
、
井
筒
屋
、
浅
田
邸
、

甲
社
宅
・
志
村
喬
記
念
館
の
４
施
設

連
携
の
も
と
に
日
本
遺
産
を
活
用
し

た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

答　

３
施
設
合
同
会
議
は
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ふ
る
さ
と

再
生
事
業
を
活
用
し
て
関
係
人
口
と

地
域
経
済
循
環
の
創
出
に
向
け
動
い

て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
生
野
銀
山
に
自
家
用

車
で
訪
れ
る
個
人
客
を
対
象
に
、
３

施
設
で
の
体
験
コ
ー
ス
を
設
定
し

ネ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
す
。

答　

数
名
に
よ
る
井
筒
屋
で
の
抹
茶

体
験
は
可
能
な
の
で
、
体
験
型
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

○ 

日
本
遺
産
文
化
展

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
理
解
を
深

め
て
き
た
の
で
、
今
後
は
住
民
参
加

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
写

真
・
絵
画
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
等

に
よ
る
日
本
遺
産
文
化
展
を
開
催
す

べ
き
で
す
。

答　

日
本
遺
産
の
理
念
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
重
要
な
取
り
組
み
と

考
え
ま
す
。

○ 

高
校
生
の
夢
を
育
む

　

生
野
高
校
生
に
よ
る
幕
末
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
銀
山
カ
ス
テ
ラ
」

を
量
産
化
し
、
生
野
の
名
産
に
ま
で

す
べ
き
で
は
。

答　

幕
末
の
儒
学
者
・
池
田
草
庵
の

食
し
た
カ
ス
テ
ラ
の
再
現
を
め
ざ
し

家
庭
科
部
が
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
賞
味
期
限
等
の
問
題
が
あ
り
量

産
化
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

高
校
生
の
夢
を
育
む
と
い
う
視
点
は
、

今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
市
政
に
ど
う
活
用

で
き
る
か
。

答　

市
民
等
に
市
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
に
効
果
的
だ
。
職
員
と
と
も
に

デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
。

　

神
奈
川
県
真
鶴
町
は
ま
ち
づ
く

り
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
「
美
の
基

準
」
を
定
め
、
町
民
が
古
く
か
ら
大

切
に
し
て
き
た
景
観
を
今
に
つ
な
ぎ
、

若
者
に
選
ば
れ
る
町
に
な
っ
て
い
る
。

朝
来
市
も
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
と
景
観
計
画
を
連
携
さ
せ
、
朝
来

医
療
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
を

活
か
し
た
開
発
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

地
域
計
画
と
景
観
計
画
の
整
合

性
は
図
っ
て
い
き
た
い
。
医
療
セ
ン

タ
ー
周
辺
は
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地

元
の
意
向
等
を
基
に
、
地
域
の
景
観

と
調
和
し
た
街
に
し
た
い
。

　

岩
津
ね
ぎ
の
日
本
農
業
遺
産
認

定
や
市
制
20
周
年
の
広
報
に
お
い
て
、

制
作
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
性
が
欠

け
る
た
め
そ
の
効
果
が
疑
問
だ
。
重

要
な
事
業
に
お
い
て
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
初
期
段
階

か
ら
配
置
し
て
広
報
物
の
統
一
性
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

事
業
周
知
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン

は
重
要
な
要
素
。
必
要
に
応
じ
て
専

門
家
を
配
置
し
た
い
。

　

た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
は

市
の
魅
力
を
内
外
に
伝
え
る
大
き
な

機
会
で
あ
る
。
再
来
年
40
回
大
会　

を
目
途
に
、
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ

イ
ン
を
公
募
制
に
し
て
多
色
刷
り
の

目
立
つ
も
の
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

実
行
委
員
会
と
協
議
し
た
い
。

日
本
遺
産
を
活
用
し

生
野
の
ま
ち
づ
く
り
を

渕 

本 　

 

稔

個人質問

ま
ち
に
も
っ
と
デ
ザ
イ
ン
を加 

藤 

貴 

之

個人質問

▲�里山・福祉・商業が調和する朝来市の景
観

▶
高
校
生
が
考
案
し
た
カ
ス
テ
ラ
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

○ 

平
和
教
育
・
学
習
の
推
進

　

市
長
は
、
戦
後
80
年
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
平
和
の
継
承
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
。

答　

世
界
で
唯
一
被
爆
国
で
あ
り
、

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
平
和
の
尊

さ
を
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
今
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
て
い
る
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
、
平
和
教
育
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

答　

国
語
、
社
会
、
道
徳
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
関
連
す
る
教
科

や
領
域
で
、
平
和
の
尊
さ
や
戦
争
の

悲
惨
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
は
、
青
い
目
の
人

形
・
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
が
朝
来
に
来
て

１
０
０
年
。
こ
の
機
会
に
記
念
行
事

を
開
催
し
、
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
、
語
り
合
う
場
と
し
て
は
。

答　

記
念
行
事
等
を
開
催
し
、
戦
争

と
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
平
和
を
愛

す
る
心
を
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

○ 

グ
ン
ゼ
株
式
会
社
の
撤
退

　

市
長
は
、
８
月
に
グ
ン
ゼ
を
訪

問
し
、
閉
鎖
の
延
期
、
会
社
機
能
の

一
部
存
続
、
従
業
員
の
再
就
職
支
援

を
要
望
さ
れ
て
い
る
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
朝
来
に
残
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
内
企
業
な
ど
で
受
入
れ
体

制
の
整
備
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
様
々
な
関

係
機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
市

内
企
業
に
協
力
を
仰
ぎ
、
離
職
者
が

本
市
に
残
っ
て
い
た
だ
く
取
組
を
市

一
丸
と
な
っ
て
進
め
ま
す
。

○ 

竹
田
城
跡
の
観
覧
料
改
定

　

竹
田
城
跡
の
観
覧
料
は
10
年
前

に
大
人
５
０
０
円
に
設
定
さ
れ
て
以

来
、
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
こ

の
間
、
彦
根
城
や
大
阪
城
な
ど
多
く

の
城
で
料
金
の
改
定
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
が
観
覧
料
を
見
直
す
好
機

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
市
と
し

て
の
検
討
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

答　

現
在
、
物
価
高
騰
に
よ
り
、
竹

田
城
跡
や
周
辺
施
設
の
維
持
管
理
費

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域

住
民
や
有
識
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
他
施
設
の
料
金
状
況
も
参
考
に

し
つ
つ
、
観
覧
料
の
適
正
な
改
定
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

○ 

体
の
不
自
由
な
方
の
登
城
対
策

　

体
の
不
自
由
な
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
々
が
竹
田
城
跡
を
観
光

で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
検
討
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

答　

朝
来
市
観
光
協
会
や
芸
術
文
化

観
光
専
門
職
大
学
と
連
携
し
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研

究
を
進
め
て
い
る
。
実
際
に
登
城
可

能
な
方
法
を
模
索
し
た
結
果
、
安
全

性
の
確
保
、
実
施
体
制
、
支
援
人
材

の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
た
め
、
引
き
続

き
検
証
し
た
い
。

　
「
年
１
回
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
登

城
デ
ー
」
の
よ
う
な
定
期
的
な
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
課
題
を
よ
り
明
確

に
し
て
い
く
と
い
う
方
法
は
い
か
が

で
す
か
。

答　

実
証
実
験
を
通
じ
て
見
え
て
き

た
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の
実
施
方

法
や
運
用
体
制
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
た
い
。

竹
田
の
持
続
可
能
な
未
来
を
探
る

足 

立 

義 

美

個人質問

住
み
続
け
た
い元

気
で
美
し
い
朝
来
市

水 

田 

文 

夫

個人質問

▲竹田城跡

▲�グンゼ株式会社梁瀬工場には、170 人
の方が働いておられます。
　(写真は朝来市ホームページ )
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

　

あ
る
調
査
に
よ
る
と
経
済
的
な

理
由
で
高
等
教
育
機
関
（
大
学
等
）

へ
の
進
学
を
断
念
、
も
し
く
は
希
望

す
る
機
関
へ
の
進
路
を
変
更
せ
ざ
る

を
得
な
い
者
が
多
く
存
在
す
る
。
つ

ま
り
は
、
選
択
肢
が
少
な
く
な
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
な
い
者
が
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
も
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
と
推
測
す
る
が
、

実
態
と
御
所
見
を
お
伺
い
す
る
。

答　

過
去
に
市
内
で
同
様
の
調
査
を

実
施
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
推
測
だ

が
、
一
定
数
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

解
消
の
為
、
国
の
高
等
教
育
の

修
学
支
援
新
制
度
が
近
年
拡
充
さ
れ

て
い
る
が
、
経
済
的
な
影
響
が
あ
る

の
に
要
件
に
該
当
し
な
い
者
は
減

免
・
免
除
を
受
け
ら
れ
ず
、
大
学
に

行
く
た
め
に
は
や
は
り
奨
学
金
を
利

用
す
る
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

本
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
対
策
、
人
口
の
社
会
増
に
資
す
る

施
策
と
し
て
も
、
市
の
事
業
で
あ
る

奨
学
金
返
済
応
援
企
業
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
貸
与
型
奨
学
金
を
受
給
し

な
が
ら
大
学
等
を
卒
業
し
、
朝
来
市

に
帰
っ
て
き
た
全
て
の
者
を
対
象
と

す
る
拡
充
を
行
っ
て
ど
う
か
。

答　

経
済
的
な
不
安
を
払
拭
し
、
若

者
回
帰
の
促
進
に
つ
な
が
る
考
え
だ

と
は
思
う
が
、
将
来
負
担
を
見
据
え

て
、
あ
え
て
貸
与
型
奨
学
金
を
選
択

し
な
か
っ
た
者
や
朝
来
市
出
身
で
な

い
者
へ
の
対
応
、
ま
た
財
源
な
ど
の

問
題
な
ど
様
々
な
解
決
、
整
理
す
べ

き
課
題
も
あ
る
。
奨
学
金
返
済
応
援

企
業
支
援
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
市
町
で
も
同
様
の
制
度

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

○ 

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
通
学
範
囲
の

変
更
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

答　

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
見
直
し

を
行
う
事
と
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
と
し

た
エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
の
創
設
を
。

答　

対
象
者
の
範
囲
、
対
象
世
帯
の

要
件
、
所
得
要
件
等
の
他
、
既
存
の

制
度
と
の
兼
ね
合
い
も
含
め
、
慎
重

か
つ
幅
広
く
検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○ 

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

無
料
の
認
知
症
検
診
の
取
組
み

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

他
の
先
進
的
な
取
組
み
の
有
効

性
も
十
分
に
検
証
し
な
が
ら
医
療
か

ら
地
域
で
の
生
活
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
た
い
。

○ 

地
籍
調
査
に
つ
い
て

　

オ
ン
ラ
イ
ン
検
査
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
に
土
地
所
有
者
の
方
に
寄

り
添
っ
た
手
法
を
研
究
し
た
い
。

○ 

開
庁
・
閉
庁
時
間
に
つ
い
て

　

閉
庁
時
間
が
16
時
45
分
と
あ
ま

り
に
も
早
過
ぎ
る
。
市
民
の
利
便
性

を
考
え
少
な
く
と
も
17
時
に
し
て
頂

き
た
い
。

答　

申
請
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

よ
り
一
層
進
め
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な

ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

○ 

戦
後
80
年
に
つ
い
て

　

戦
後
80
年
を
迎
え
戦
争
の
記
憶

や
体
験
が
薄
れ
て
い
く
中
で
行
政
と

し
て
で
き
る
事
は
何
か
。

答　

現
在
の
取
組
み
を
引
き
続
き
実

施
し
、
遺
族
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
平
和
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
く
取
組
を
検
討
し
た
い
。

市
民
目
線
の
行
政
を
！

吉 

田 

俊 

平

個人質問

▲奨学金が子どもたちの足かせにならない施
策を

子
供
た
ち
の
選
択
肢
の
た
め
に

西 

本 

英 

輔

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▶
草
加
市
の
無
料
認
知
症
検
診
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

○ 

近
年
の
猛
暑
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

本
市
の
小
・
中
学
校
の
夏
季
休

暇
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
期
間
設
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

朝
来
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

管
理
運
営
規
則
に
基
づ
い
て
設
定
し

て
い
る
。

　

学
校
に
お
け
る
本
市
の
子
ど
も

の
熱
中
症
の
発
生
状
況
は
ど
う
か
。　

答　

学
校
か
ら
熱
中
症
の
疑
い
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
事
例
は
、
令
和
６
年

度
に
２
件
、
令
和
４
年
度
に
１
件
確

認
さ
れ
て
い
る
。
頭
痛
や
吐
き
気
な

ど
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
を
訴
え

た
児
童
生
徒
は
、
本
年
度
延
べ
88
人

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

○ 

プ
ー
ル
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

　

ど
の
よ
う
な
方
針
で
本
市
の
小

学
校
・
中
学
校
水
泳
の
指
導
方
針
を

立
て
て
い
る
の
か
。

答　

水
泳
指
導
は
、
小
学
校
学
習
指

導
要
領
に
示
さ
れ
た
内
容
履
修
が
基

本
。
施
設
の
老
朽
化
と
維
持
管
理
費

増
加
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

市
内
の
中
学
校
プ
ー
ル
は
全
て

取
壊
し
、
小
学
校
も
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
の
学
校
プ
ー
ル
維
持

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。　

答　

生
野
小
学
校
は
平
成
11
年
、
糸

井
小
学
校
が
昭
和
60
年
の
建
築
で
、

他
は
昭
和
43
年
か
ら
45
年
の
建
築
。

引
き
続
き
現
プ
ー
ル
を
修
繕
し
な
が

ら
維
持
・
活
用
し
て
い
く
。

　

新
プ
ー
ル
の
建
設
は
、
一
石
二

鳥
、
三
鳥
と
な
り
、
現
在
の
様
々
な

課
題
解
決
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

答　

人
口
規
模
か
ら
鑑
み
て
市
内

プ
ー
ル
は
１
か
所
が
妥
当
。
長
寿
命

化
を
図
り
な
が
ら
「
く
じ
ら
」
を
運

営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

高
校
生
議
会
に
お
い
て
「
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守
る
日
を
作
り
、

イ
ベ
ン
ト
的
に
自
然
環
境
保
全
の
活

動
を
推
進
し
て
は
」
と
の
ご
提
案
を

い
た
だ
い
た
。
市
長
の
お
考
え
は
。

答　

市
民
へ
の
自
然
環
境
保
全
の
意

識
付
け
、
啓
発
に
も
つ
な
が
る
意
義

の
あ
る
ご
提
案
と
思
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
毎
年
５
月
最
終
日
曜
日
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
日
か
ら
６
月
５
日

の
環
境
の
日
ま
で
、
環
境
問
題
へ
の

意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

そ
の
期
間
を
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
守
る
活
動
期
間
と
す
れ
ば
ど
う
か
。

　

朝
来
市
を
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
や
、

朝
来
市
自
然
環
境
保
護
施
設
の
整
備

を
現
在
進
め
て
お
り
、
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

高
校
生
議
会
で
は
、
地
域
の
自

然
環
境
を
活
用
し
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
体
験
事
業
を
も
っ
と
推
進
し

て
ほ
し
い
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

答　

地
域
自
治
協
議
会
で
は
地
域
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
環
境
体
験
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の

活
動
で
は
、
小
学
生
の
時
に
活
動
に

参
加
し
て
い
た
中
学
生
、
高
校
生
が

活
動
の
運
営
の
手
伝
い
を
し
て
い
る

と
い
う
所
も
あ
る
。
環
境
体
験
活
動

は
若
い
方
の
参
画
の
場
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
自
治
協
議
会
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
が
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
自
治
協
議
会
の
認
知

度
が
上
が
っ
た
な
ど
の
声
も
あ
る
。

市
と
し
て
も
引
き
続
き
自
治
協
議
会

と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
環
境
体
験

活
動
を
進
め
て
い
く
。

猛
暑
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
護
れ

松 

井 

道 

信

個人質問

地
域
活
動
で若

者
が
輝
く
朝
来
市
へ

藤 

本 

邦 

彦

個人質問

▲市内唯一の屋内プール施設「くじら」

▲与布土自治協の自然体験活動
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

○ 

若
者
人
口
減
少
に
抑
制
策
を

　

朝
来
市
の
若
者
人
口
減
少
の
主

因
は
何
か
。
そ
の
抑
制
策
と
は
何
か
。

答　

良
質
な
雇
用
の
機
会
や
大
学
等

の
不
足
、
都
会
へ
の
憧
れ
等
が
考
え

ら
れ
、
若
者
、
女
性
の
流
失
は
出
生

数
に
影
響
す
る
。
若
者
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
対
応
し
た
い
。

　

朝
来
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等
、

転
入
へ
の
魅
力
に
欠
け
て
い
る
。
若

者
の
関
心
を
高
め
る
施
設
の
整
備
不

足
も
あ
る
。
朝
来
市
に
若
者
の
好
き

な
海
や
ス
キ
ー
場
も
無
く
、
運
動
施

設
も
充
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
綾

町
、
各
務
原
市
、
本
巣
市
、
津
山
市
、

竹
田
市
等
の
若
者
定
住
の
た
め
の
施

策
を
参
考
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

他
市
と
は
地
理
的
な
事
も
あ
る

が
、
中
央
文
化
公
園
等
を
若
者
が
帰

り
た
い
よ
う
な
整
備
を
進
め
た
い
。

　

高
校
生
か
ら
も
朝
来
市
の
魅
力

を
活
か
し
20
〜
30
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
移
住
人
口
増
の
提
案
も
あ
っ
た
。

若
者
、
子
ど
も
が
魅
力
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
だ
。
デ
マ

ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、
若
者
が
利
用

し
易
い
施
策
が
で
き
な
い
か
。

答　

若
者
が
あ
さ
Ｇ
Ｏ
の
利
用
を
通

し
て
、
当
市
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
利
用
案
内
を
拡
大
し
た
い
。

　

中
高
生
の
料
金
が
高
い
が
。

答　

公
共
交
通
会
議
で
の
決
定
で
、

最
良
の
額
と
考
え
て
い
る
。

○ 

路
線
の
下
落
を
食
い
止
め
ろ

　

通
過
の
ま
ち
と
言
い
続
け
、
人

が
動
か
ず
、
集
ま
ら
な
い
で
は
、
路

線
価
は
下
が
り
続
け
る
。
大
企
業
誘

致
は
必
須
条
件
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

条
件
等
で
難
題
も
あ
り
、
思
い

通
り
に
い
っ
て
い
な
い
。

大
真
剣
に人

口
減
少
対
策
を
講
じ
ろ

日 

下　

  

茂

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

閉会中も委員会活動に取り組みました

委員会 開催日 調査・協議事項 委員会 開催日 調査・協議事項

総務
常任委員会

7 月 28 日
防災について

産業建設
常任委員会

7 月 18 日
有機栽培農業について

区長報償費について スマート農業について

8月 4日 大阪府大東市視察（公民連携について）
8月 1日

有機栽培農業について

8月 5日 岐阜県大垣市視察（防災DXの取組みについて） スマート農業について

8月 12日

開庁時間（窓口受付時間）の変更につい
て 8月 7日 渇水対策について

総合計画パブリックコメントの結果につ
いて 広聴広報

常任委員会 7 月 22 日
議会だよりの編集・発行について等

行政視察の取りまとめについて 高校生議会について

文教民生
常任委員会

7 月 2日
朝来市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例制定に関す
るパブリックコメントについて

議会
運営委員会

7 月 2日 第 26回定例会の日程等について

7月 17日

一般会議（「請願第２号人権文化を推進
させるための条例制定を求める請願」審
査に伴う市民活動における人権課題等の
現状について）

8月 18日 第 26回定例会の議案等について

7月 29日
子ども計画の策定等について 7月 2日

議会改革調査特別委員会からの引継事項
について請願第２号審査 7月 16日

8月 19日 請願第２号審査 8月 18日

▲下がり続ける路線価に喝！
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

令和7年度令和7年度  高校生議会高校生議会
令和７年８月１日、高校生議会を開催しました。
次世代を担う高校生の政治や地方自治への関心を深めてもらう
ことを目的として、今年で５回目の開催となりました。
次ページからは、当日参加された16名の高校生議員の感想をご紹介します。

生野高校

和田山高校
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意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

高校生議員感想

朝来市の新たな観光資源について

小お

野の 

祥よ
し

輔き 

議
員

議
長

生
　
野

僕は今回の高校生議会に参加して普段で
は絶対に出来ない貴重な経験ができたと
思っています。議員の方々の前で発言し
たのはもちろんですが、何より僕は議長
という大役を務めさせてもらいました。
緊張はしましたが最後まで役割を果たせ
たので安心しました。今回はとても為に
なることができたので今後の生活でもこ
れを活かせるよう頑張りたいです。

朝来市の人口減少と少子高齢化対
策について

東あ
ず
ま 

　
明は

る

澄と 

議
員

生
　
野

私は今回の高校生議会に参加して今
まで経験したことのない貴重な経験
をさせていただきました。自分が朝
来市の疑問や改善してほしいものを
考え議員の方々の前で発言させてい
ただくことは人生を通して初めての
ことで、すごくためになりました。
今回の高校生議会をこれからの人生
にも役立てていきたいと思います。

朝来市における外国人労働者の現
状と将来について

早は
や

野の 

寿ち

夏か 

議
員

生
　
野

私は朝来市の現状について何も知ら
なかったのですが、今回高校生議会
に参加させていただいたおかげで、
朝来市の現状について詳しく知るこ
とができました。そして将来的な対
策についても丁寧に答えてくださり、
有意義な時間だったと思います。

ＩＣＯＣＡの使用について

石い
し

田だ

琥こ

太た

郎ろ
う 

議
員

生
　
野

私は今回の高校生議会に参加して今
まで経験したことのない貴重な経験
をさせていただきました。議員さん
の答弁の内容もわかりやすかったで
す。今回聞いたことをこれからの課
題として考えたいと思いました。

デマンド型バスあさＧＯについて

池い
け

田だ

愛あ

加か

理り 

議
員

生
　
野

改めて朝来のことを知ることができ
たり、考えたりすることができてと
ても有意義な時間でした。また、普
段は経験することのない貴重な体験
ができてよかったです。

朝来市の高齢者の方が過ごしやす
い環境を作るために

河か
わ

谷た
に 

美み

宇う 

議
員

生
　
野

とても緊張しました。朝来市の問題につ
いて考えることはあっても朝来市の議
員の方々に聞いてもらうことはあまり
ないのでとても良い経験になりました。
高校生議会を通して私は､ 自分の意見
や考えを大切にし､ 発言できる人にな
りたいと思いました。また､ 自分が住
んでいる地域ともっと向き合おうと思
いました。ありがとうございました。

朝来市の自然の魅力を子供たちに
伝える取り組み

山や
ま

本も
と 
祐ゆ

羽う 

議
員

生
　
野

僕は今回の体験を通じていろいろな
地域の課題とその解決方法を学ぶこ
とができました。議員の方からいた
だいた貴重な意見をもとにゆめいく
の活動に活用していきたいと思いま
す。

オオサンショウウオが住みやすい
環境づくり

石い
し

田だ 

侑ゆ
う

大だ
い 

議
員

生
　
野

私は今回、高校生議会に参加させて
いただき貴重な体験をすることがで
きました。自分たちが考えた議案な
どを議員の方に直接質問することが
でき、議案に対する意見や、貴重な
アドバイスなどを頂くことができま
した。このような体験は滅多にでき
ないので今回高校生議会に参加する
ことができてとても良かったです。

※�草
くさ

壁
かべ

 奏
そう

誠
ま

 議員（一般質問
項目「岩津ねぎ生産の現状
と課題について」）は当日
欠席となりました。

生野高校

16



意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

意
見
書
提
出
／

政
治
倫
理
審
査
会
／一般
質
問

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

補
正
予
算
／
請
願

賛
否
の
状
況

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

決
算
審
査
報
告
／

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

一般
質
問
／
閉
会
中
の
委
員
会

活
動
／
高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程

決
算
認
定

決
算
認
定

高校生議員感想

市民の心と体の健康を保つまちづ
くりについて

坂さ
か

本も
と 

美み

月づ
き 

議
員

議
長

和
田
山

最初はとても緊張しましたが、話し
始めると思った以上にうまく進み、
次第に緊張もほぐれて楽しく参加す
ることができました。他ではなかな
かできないような、貴重な経験がで
きたと思います。

スポーツを通した交流による若者
の体力向上について

西に
し

村む
ら 

柚ゆ
ず

葉は 

議
員

和
田
山

高校生議会に参加して、自分に自信
がつきました。私はこれまで、一つ
のことを深く考えたり、人前で発表
したりすることが苦手でしたが、議
会を通して自分の意見を伝えること
に自信が持てるようになりました。
発表することの楽しさも感じること
ができ、とても貴重な経験になった
と思います。

これからの社会を担う世代の投票
率ＵＰについて

田た

原は
ら 

翔し
ょ
う

真ま 

議
員

和
田
山

私の質問に対して、実際の原因や海
外の事例を交えて丁寧に回答してい
ただきました。正直なところ、最初
は提案を否定されるのではないかと
内心ビクビクしていましたが、議員
の方が肯定的に受け止めてくださり、
率直に嬉しく感じました。

子どもの室内遊び場について

安や
す

井い 

　
唯ゆ

い 

議
員

和
田
山

議員の方々の前で自分の意見を述べ
るのはとても緊張しましたが、議会
に向けて意識していたことを心がけ
ながら、落ち着いて参加することが
できました。普段の学校生活では得
られない貴重な経験ができ、参加し
て本当に良かったと思います。

朝来市と養父市の自然を活かした
合同イベントで地域交流

北き
た

山や
ま 

匠た
く

馬ま 

議
員

和
田
山

自分の質問の順番が来るまで時間があっ
たので、いったん緊張はほぐれましたが、
やはり自分の番になると緊張しました。そ
れでも、読み始めると少し早口になって
しまいましたが、伝えたいことはしっか
り伝えることができました。議員さんも、
私と同じように自然の中で遊ぶ体験をさ
れていた方だったので、お話がとてもわ
かりやすく、共感することができました。

作業が捗る空間づくり

山や
ま

下し
た 

陽ひ

愛よ
り 

議
員

和
田
山

答弁の前はうまく伝えられるか不安
で緊張しましたが、自分の伝えたい
ことをしっかり話すことができ、議
員の方のお話も聞くことができて、
良い経験になりました。

さまざまな動物と人々がふれあう
ために

笠か
さ

垣が
き

ほ
の
か 

議
員

和
田
山

加藤議員が私の質問に丁寧に答弁し
てくださり、とても親身になって対
応していただいたことが印象に残り
ました。他の参加者の質問も、身近
な話題から社会的な課題まで幅広く、
朝来市の未来について真剣に考えて
いる様子が伝わってきました。

学生の進路の選択肢を広げるため
の経済的支援に関する提案

長な
が

川か
わ 

琉る

愛な 

議
員

和
田
山

私自身の経験をもとに提案した質問
に対して、想像以上に丁寧で深い答
弁をいただきました。現在の国・県・
市の政策を踏まえた上で、現状だけ
でなく、今後どのような取組が可能
かについても知ることができ、非常
に良い機会となりました。

和田山高校
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発行／朝来市議会　　朝議 R7. 11月 13,000 部
住所／〒669-5292 兵庫県朝来市和田山町東谷213番地1
TEL／079-672-1930　FAX／079-672-1931

月 火 水 木 金

11/26 11/27 11/28

本会議

1 2 3 4 5

一般質問

8 9 10 11 12

一般質問 一般質問 総務市民
常任委員会

文教民生産建
常任委員会

15 16 17 18 19

予算決算
特別委員会 本会議

12月定例会の予定

４年間、ありがとうございました
　令和３年 11月からの４年間、市民の皆さまには大変お世話に
なり、ありがとうございました。この度、任期満了を迎えられた
のは、皆さまからのご支援のおかげです。
　11 月からは新しい議会、議員体制となります。今後ともご支
援いただきますよう、よろしくお願いいたします。

議会を傍聴して
みませんか？
　本会議や常任委員会・特別委員会はど
なたでも自由に傍聴できます。
　会議当日に住所・氏名をご記入してい
ただくだけで傍聴できます。
　お気軽にお越しください。

受付場所：朝来市役所本庁舎５階
お問い合わせは議会事務局

TEL 672-1930まで

予約不要

※日程については変更になる場合があります。
　�最新の日程については、朝来市議会ホームページをご覧
ください。
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